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今
定
例
会
に
は
、

「
議
会
の
委

任
に
よ
る
専
決
処
分
の
報
告
に
つ

い
て
」
な
ど
の
報
告
条
件
十

一
件
、

「
専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
」
な
ど
の
議
案

十
四
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
の
十
六
日
は
、

会
期
決
定

の
後
、

報
告
条
件
十

一
件
を
受
理

し
、

議
案
四
件
を
原
案
ど
お
り
承

認
し
ま
し
た
。

続
い
て
、

平
成
九
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（第

一
号
）

な
ど
の
議
案
九
件
に
つ
い
て
説
明

の
あ
と
、

質
疑
を
経
て
各
所
管
の

常
任
委
員
会
に
そ
れ
ぞ
れ
付
託
し

ま
し
た
。

引
き
続
き
請
願

一
件
、

陳
情
六

件
を
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託

し
、

意
見
書

一
件
を
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、

嶺
南
広
域
行
政
組
合

議
会
議
員
の
選
挙
を
行
い
、

四
名

の
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

翌
十
七
日
と
十
八
日
を
休
会
と

し
、

十
九
日
、

二
十
日
の
両
日
、

本
会
議
を
再
開
。

十
人
の
議
員
が

市
政
各
般
に
わ
た
り
、　

一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

（
一
般
質
問
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
別

記
の
と
お
り
）

続
い
て
、

請
願

一
件
を
所
管
の

常
任
委
員
会
へ
付
託
し
ま
し
た
。

二
十

一
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で

を
休
会
と
し
、

そ
の
間
、

各
常
任

委
員
会
を
開
催
し
て
、

付
託
議
案

及
び
請
願
、

陳
情
の
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

二
十
五
日
に
本
会
議
を
再
開
。

ま
ず
、

陳
情
二
件
を
閉
会
中
の
継

続
審
査
と
し
ま
し
た
。

次
に
、

各
常
任
委
員
長
か
ら
付

託
議
案
に
つ
い
て
の
審
査
経
過
お

よ
び
結
果
が
報
告
さ
れ
、

各
常
任

委
員
長
の
報
告
に
対
す
る
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、

各

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案

に
つ
い
て
、

全
て
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、

請
願
二
件
を
採
択
し
、

陳
情
五
件
を
採
択
、

五
件
を
不
採

択
と
し
ま
し
た
。

続
い
て
、

意
見
書
四
件
、

決
議

一
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。引

き
続
き
、

固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任
お
よ
び
人

権
擁
護
委
員
の
推
薦
が
提
案
さ

れ
、

採
決
の
結
果
、

全
会

一
致
で

同
意
し
ま
し
た
。

ま
た
、

公
立
小
浜
病
院
組
合
議

会
議
員
、

若
狭
消
防
組
合
議
会
議

員
お
よ
び
若
狭
地
区
農
業
共
済
事

務
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
が
行
わ

れ
、

各
組
合
議
会
議
員
を
選
出
し

た
後
、

議
会
運
営
委
員
会
委
員
の

辞
任
に
伴
う
選
任
を
行

い
ま
し

た
。

そ
の
後
、

農
業
委
員
会
委
員

の
推
薦
を
行
い
、

今
定
例
会
に
付

議
さ
れ
た
事
件
を
全
て
議
了
し
、

閉
会
し
ま
し
た
。
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【報科
生
日
】

報
告
第
４
号

報
告
第
５
号

報
告
第
６
号

報
告
第
７
号

報
告
第
８
号

報
告
第
９
号

報
告
第
１０
号

報
告
第
Ｈ
号

報
告
第
１２
号

報
告
第
略
号

報
告
第
１４
号

【議
案
】

議
案
第
５２
号

議
案
第
５３
号

議
案
第
５４
号

議
案
第
５５
号

議
案
第
５６
号

議
案
第
５７
号

議
案
第
５８
号

議
案
第
５９
号

議
案
第
６０
号

議
案
第
６‐
号

議
案
第
６２
号

議
案
第
６３
号

議
案
第
６４
号

議
案
第
６５
号

【諮
問
】

諮
問
第
２
号

議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

（損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
）

平
成
８
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
の
報
告
に
つ
い
て

平
成
８
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
の
報
告
に
つ
い
て

平
成
８
年
度
小
浜
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算
操
越
明
許
費
の
報
告
に

つ
い
て

平
成
８
年
度
小
浜
市
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
特
別
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
の
報

と
口
に
つ
い
て

平
成
８
年
度
小
浜
市
西
津
東
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
予
算
繰
越
明

許
費
の
報
告
に
つ
い
て

平
成
８
年
度
小
浜
市
水
道
事
業
会
計
予
算
繰
越
の
報
告
に
つ
い
て

小
浜
市
総
合
卸
売
市
場
株
式
会
社
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

財
団
法
人
小
浜
市
公
共
施
設
管
理
公
社
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

小
浜
市
土
地
開
発
公
社
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

株
式
会
社
ケ
ー
プ
ル
テ
レ
ビ
若
狭
小
浜
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（平
成
８
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（第
８
号
》

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（小
浜
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（小
浜
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（小
浜
市
都
市
計
画
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
）

平
成
９
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

平
成
９
年
度
小
浜
市
老
人
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

平
成
９
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

平
成
９
年
度
小
浜
市
国
民
宿
舎
及
び
小
浜
ユ
ー
ス

。
ホ
ス
テ
ル
事
業
会
計
補
正
予

算

（第
１
号
）

小
浜
市
災
害
対
策
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

小
浜
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
全
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

福
井
県
市
町
村
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

福
井
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

市

長

受

理

原
案
承
認

原
案
可
決

原
案
同
意



３
市議会だよリー

会期決定、報告、質疑

議案(予算 ・条例等)上程、質疑、採決、委員会付託 (議案 ・請願 ・陳情)、

意見書採決、嶺南広域行政組合議会議員の選挙

閉会中の継続審査、常任委員長報告、質疑、採決、意見書 ・決議採決、

議案 (その個 上程、質疑、採決、公立小浜病院組合議会議員の選挙、

若狭消防組合議会議員の選挙、若狭地区農業共済事務組合議会議員の

選挙、議会運営委員会委員の辞任 (選任)、農業委員会委員の推薦

;  1本 会議 (一般質問) 委員会付託 (請願)

劉休会倭員会審a

16日 1不会議

;  1 休 会

258111本会議

'どil十11:十1!

17日

1 8 日

1 9 日

十ⅢⅢ

【推
薦
】

推
薦
第
１
号

【請
願

・
陳
情
】

請
願
第
２
号

請
願
第
３
号

Ｈ８
陳
情
第
５
号

Ｈ８
陳
情
第
６
号

Ｈ８
陳
情
第
７
号

Ｈ８
陳
情
第
８
号

Ｈ８
陳
情
第
１７
号

陳
情
第
１
号

陳
情
第
５
号

陳
情
第
６
号

陳
情
第
７
号

陳
情
第
８
号

陳
情
第
９
号

陳
情
第
ｌｏ
号

【決
議
】

決
議
案
第
２
号

【意
見
書
】

意
見
書
案
第
３
号

意
見
書
案
第
４
号

意
見
書
案
第
５
号

意
見
書
案
第
６
号

意
見
書
案
第
７
号

【そ
の
他
】

小
浜
市
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

郵
政
三
事
業
の
現
行
経
営
形
態
の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

農
業
農
村
整
備
事
業
と
ウ
ル
グ
ア
イ

・
ラ
ウ
ン
ド
農
業
合
意
関
連
対
策
の
実
施
に

係
る
請
願

「米
兵
暴
行
事
件
に
関
す
る
意
見
書
」
採
択
の
陳
情
書
に
つ
い
て

住
専
処
理
に
関
す
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

住
車
処
理
に
国
民
の
税
金
を
使
わ
な
い
よ
う
に
求
め
る
意
見
書
採
択
に
関
す
る

陳
情
書

住
車
処
理
へ
の
公
的
資
金
導
入
に
関
す
る
意
見
書
の
採
択
に
つ
い
て
の
陳
情

国
民
本
位
の
介
護
保
険
制
度
の
早
期
確
立
に
つ
い
て
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る

陳
情
書

児
童
福
祉
法

「改
正
」
に
か
か
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
陳
情
書

郵
政
事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て

郵
政
事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て

「国
有
林
の
民
営
化
に
反
対
し
、

国
有
林
の
再
生
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
に

関
す
る
陳
情
書

Ｊ
Ｒ
労
使
紛
争
の
早
期
全
面
解
決
を
求
め
る
陳
情
書

「も
ん
じ
ゆ
」
「
ふ
げ
ん
」
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
等
に
関
す
る
陳
情
書

公
共
交
通
に
関
す
る
規
制
緩
和
導
入
に
関
す
る
陳
情

「お
年
寄
り
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り
交
通
安
全
宣
言
」
に
関
す
る
決
議

行
方
不
明
事
件
の
真
相
解
明
を
求
め
る
意
見
書

郵
政
三
事
業
の
現
行
経
営
形
態
の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書

農
業
農
村
整
備
事
業
と
ウ
ル
グ
ア
イ

・
ラ
ウ
ン
ド
農
業
合
意
関
連
対
策
の

実
施
に
関
す
る
意
見
書

国
有
林
の
民
営
化
に
反
対
し
、

国
有
林
の
再
生
を
求
め
る
意
見
書

公
共
交
通
規
制
緩
和
に
関
す
る
意
見
書

嶺
南
広
域
行
政
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

公
立
小
浜
病
院
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

若
狭
消
防
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

若
狭
地
区
農
業
共
済
事
務
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
辞
任

（選
任
）

議
　
員

団
　
体

議
　
員

不

採

択

継
続
審
査

不

採

択

採

　

択

不

採

択

継
続
審
査

採
　
　
択

原
案
可
決 薦



――H市 議会だより
４

6月 定例会の一般質問は、6月 19日 、 20日 の

両日に行われ、岡本議員、川畑議員、水尾議員、

石橋議員、野村議員、山田議員、柏子議員、山本

議員、山崎議員、岡 (泰)議 員の 10名 の議員が、

市政各般にわたり質問を行いました。

(質問と答弁の主な要旨は次のとおり)

Ｊ
Ｒ
小
浜
線
の
電
化
促
進

に
つ
い
て
、

舞
鶴
線
電
化

が
報
道
さ
れ
て
以
来
、

小
浜
線
と

一
体
化
し
た
取
組
み
が
取
り
上
げ

ら
れ
、

嶺
南
八
市
町
村
で
の
基
金

積
立
て
や
嶺
南
広
域
行
政
組
合
の

設
立
、

ま
た
、

県
で
も
基
金
積
立

て
を
は
じ
め
、

政
府
予
算
の
概
算

要
求
に
向
け
た
重
要
要
望
事
項
に

小
浜
線
電
化
が
盛
り
込
ま
れ
る
な

ど
、

こ
れ
か
ら
大
き
く
前
進
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
は
、

琵
琶

湖

。
若
狭
湾
リ
ゾ
ー
ト
ラ
イ
ン
鉄

道
新
設
計
画
と
合
わ
せ
、

小
浜
市

が
核
と
な
り
早
期
実
現
に
向
け
た

運
動
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
が
、

今
後
の
計
画

・

取
組
み
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

小
浜
線
電
化
促
進
に

つ
き
ま
し
て
は
、

現

在
、

嶺
南
八
市
町
村
に
お
い

て
基
金
積
立
て
を
平
成
九
年

度
か
ら
平
成
十
二
年
度
ま
で

の
四
年
間
を
目
標
に
お
こ
な

い
、

民
間
の
嶺
南
鉄
道
推
進

協
議
会
も
基
金
の
募
金
活
動

を
協
議
さ
れ
、

平
成
九
年
度

か
ら
事
業
を
は
じ
め
る
と
き

い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

早

期
実
現
に
向
け
、

ポ
ケ
ッ
ト

時
刻
表
、

各
駅
の
美
化
運
動

等
を
行
い
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
や
、

国
、

県
な
ど

へ
強
く
要
望
し
て
お

り
ま
す
。
さ
ら
に
、

小
浜
線
電
化

に
つ
き
ま
し
て
は
、

県
の
重
要
要

望
事
項
に
盛
り
込
ま
れ
、

琵
琶

湖

。
若
狭
湾
リ
ゾ
ー
ト
ラ
イ
ン
鉄

道
新
設
と
致
賀
ま
で
の
Ｊ
Ｒ
北
陸

線

・
湖
西
線
の
直
流
化
に
つ
き
ま

し
て
も
盛
り
込
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、

今
後
も
嶺
南
の
人
市

町
村
と
関
係
機
関
が
連
携
を
密
に

し
、　

一
体
と
な

っ
て
早
期
実
現
で

き
る
よ
う
、

国

・
県
に
積
極
的
に

働
き
か
け
て
ま

い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、

小
浜
線
の
利
用
増
進
対

策
と

し

て
、

平
成
七
年

か
ら
、

「
お
座
敦
列
車
市
民
号
」

の
運
行

を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

啓
発
活
動
と
し
ま
し
て
は
、

利
用

看
板
の
設
置
や
ミ
ニ
時
刻
表
の
作

成
、

職
員
の
出
張
に
お
け
る
小
浜

線
利
用
申
合
せ
な
ど
を
行

つ
て
お

り
ま
す
。

今
後
の
利
用
増
進
に
つ

き
ま
し
て
は
、

沿
線
市
町
村
と
と

も
に
、

商
工
会
議
所
な
ど
民
間
と

一
体
と
な

っ
た
取
組
み
が
必
要
で

あ
り
、　

一
人
で
も
多
く
の
方
に
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
に
入
っ
て
か
ら
も
原

子
力
発
電
所
に
お
け
る
事

故
が
続
い
て
お
り
、

住
民
の
安
全

対
策
、

事
故
対
策
に
対
す
る
声
が

高
ま

っ
て
い
る
。

今
回
、

中
央
防

災
会
議
の
防
災
基
本
計
画
が
改
定

さ
れ
た
こ
と
に
関
連
し
、

小
浜
市

の
対
応
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

防
災
基
本
計
画
の
中
で
は
、

避

難
収
容
活
動
と
し
て
、

地
方
公
共

団
体
は
、

避
難
場
所
、

避
難
方
法

に
つ
い
て
、

日
頃
か
ら
住
民
に
周

知
徹
底
出
来
る
よ
う
、

避
難
計
画

を
あ
ら
か
じ
め
作
成
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

前
回
、

小
学
校
等

の
教
職
員
に
対
す
る
避
難
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
あ
る
か
ど
う
か
尋
ね
た
と

き
に
は
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
無
い
と

の
こ
と
で
あ

っ
た
が
、

マ
ニ
ュ
ア

ル
が
無
け
れ
ば
周
知
徹
底
も
で
き

な
い
と
思
う
。

今
後
の
対
応
に
つ

い
て
お
尋
ね
す
る
。

さ
ら
に
、

ヨ
ウ
素
剤
に
つ
い
て

都
道
府
県
は
、

国
よ
リ
ヨ
ウ
素
剤

服
用
指
導
が
あ

っ
た
場
合
は
、

服

用
を
指
示
す
る
と
な

っ
て
い
る
。

し
か
し
、

学
校
や
保
育
園
、

家
庭

や
事
業
所
に
配
備
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
、

指
示
さ
れ
て
か
ら
、

小
浜

保
健
所
か
ら
運
び
だ
し
た
の
で
は

間
に
あ
わ
な
い
と
考
え
る
。

小
浜

市

の
対
応
と
見
解
を
お
尋
ね
す

Ｚつ
。

本
年
六
月
三
日
、

中
央
防

災
会
議
が
開
催
さ
れ
、

事

故
災
害
に
関
す
る
項
目
を
追
加
し

た
防
災
基
本
計
画
の
改
定
を
決
定

し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
原
子
力
災

害
対
策
編
で
は
、

原
子
力
発
電
所

等
に
お
い
て
事
故
が
発
生
し
、

そ

の
影
響
が
周
辺
に
及
び
、

ま
た
は

及
ぶ
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
の
対
策

を
記
述
す
る
と
と
も
に
、

専
門

的

・
技
術
的
な
事
項
に
つ
き
ま
し

て
は
、

い
わ
ゆ
る

「原
子
力
防
災

指
針
」
を
尊
重
す
る
と
し
て
お
り

ま
す
。

現
在
県
で
は
、

福
井
県
地

域
防
災
計
画
原
子
力
防
災
編
の
見

直
し
に
つ
き
ま
し
て
、

国
の
動
向

を
見
極
め
な
が
ら
改
定
作
業
を
進

め
て
お
り
、

本
市
と
し
ま
し
て
も
、

今
後
、

国

・
県
の
動
向
に
注
意
し

な
が
ら
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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ま
た
、

避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ

き
ま
し
て
は
、

防
災
基
本
計
画
の

う
ち
、

原
子
力
災
害
対
策
編
の
災

害
予
防
の
職
員
の
体
制
の
中
で

「
国
、

公
共
機
関
、

地
方
公
共
団

体
及
び
事
業
者
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の

機
関
の
実
情
を
踏
ま
え
、

必
要
に

応
じ
、

応
急
活
動
の
た
め
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
」
と
記
述
さ
れ

て
お
り
、

そ
れ
と

「国
は
、

地
方

公
共
団
体
等
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

等
を
支
援
す
る
も
の
と
す
る
。

」

と
な
っ
て
お
り
、

今
後
、

国
、

県

等
の
協
議
を
踏
ま
え
、

検
討
し
て

ま

い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。ヨ

ウ
素
剤
の
配
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、

医
療
活
動
の

一
環
と
し
て
、

県
に
お
い
て
国
の
指
導

・
助
言
に

基
づ
き
、

そ
の
服
用
に
つ
い
て
指

示
さ
れ
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ

り
、

そ
の
保
管
、

管
理
は
、

今
後

と
も
当
然
県
が
行
う
べ
き
も
の
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

先
般

一
流
企
業
の
陸
上
選

手
が
、

総
合
運
動
場
に
お

い
て
十
日
間
あ
ま
り
合
宿
練
習
を

行

い
、

練
習
環
境
等
に
つ
い
て
非

常
に
満
足
さ
れ
、

好
評
で
あ

っ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

一
流
の
選
手
が
頻
繁
に
総
合

運
動
場
を
訪
れ
、

利
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
れ
ば
、

ス
ポ
ー

ツ
を
志
す
子
供
た
ち
に
と

っ

て
非
常
に
良
い
刺
激
に
な
る

の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

さ
ら
に
、

ス
ポ
ー
ツ
人
口
の

拡
大
や
、

競
技
能
力
の
向
上

に
も

つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ

る
。

本
市

の
子
供
た
ち
は
、

学
校
や
地
域
の
熱
心
な
指
導

者
に
恵
ま
れ
、

県
や
全
国
の

各
種
大
会
に
お
い
て
優
秀
な

成
績
を
収
め
て
お
り
、

こ
う

し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
盛
り
上
が
り
を

開
花
さ
せ
る
た
め
に
、

総
合
運
動

場
に
合
宿
施
設
を
建
設
出
来
な
い

か
お
尋
ね
す
る
。

Ａ
〔

嚇
姉
的
貯
報
靴
鵬
舶
舛
翔

ブ
活
動
に
お
い
て
多
く
の
方
々
の

熱
心
な
ご
指
導
と
ご
努
力
に
よ

り
、

県
の
大
会
や
全
国
大
会
な
ど
、

数
多
く
の
種
目
に
お
い
て
上
位
に

顔
を
出
す
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

盛
り
上
が
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

ご
質
問
の
合
宿
施
設
に
つ
き
ま
し

て
は
、

多
く
の
子
供
た
ち
が
、

ス

ポ
ー
ツ
に
触
れ
親
し
む
こ
と
に
よ

り
、

精
神
面
の
安
定
や
、

基
礎
体

力
の
向
上
、

さ
ら
に
は
競
技
者
と

し
て
成
果
を
上
げ
る
た
め
に
、

そ

の
必
要
性
を
充
分
承
知
し
て
お
り

ま
す
。

将
来
的
に
体
育
館
の
建
設

と
も
合
わ
せ
、

時
期
、

場
所
、

予

算
規
模
、

内
容
な
ど
を
よ
く
調
査

し
、

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

介
護
保
健
法

（案
）
は
、

四
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
及

び
六
十
五
歳
以
上
の
要
介
護
、

要

支
援

の
人
達
を
対
象
と
し
た
介

護

・
支
援
の
す
べ
て
を
網
羅
し
た

対
策
で
あ
り
、

極
め
て
注
目
す
べ

き
も
の
で
あ
る
。

現
在
衆
議
院
通

過
後
、

参
議
院
で
継
続
審
議
と
な

っ
て
い
る
が
、

法
案

の
趣
旨
は
、

超
高
齢
化
社
会
に
向
け
た
強
力
な

対
応
策
と
な

っ
て
お
り
、

意
義
の

あ
る
も
の
で
あ
る
。

今
後
法
案
が

成
立
す
れ
ば
、

各
市
町
村
に
お
い

て
介
護
保
健
法
の
基
準
に
あ
わ
せ

る
た
め
の
施
設
づ
く
り
と

ヘ
ル
パ

ー
等
の
人
材
育
成
に

一
斉
に
走
り

だ
す
と
思
わ
れ
る
。

他
の
市
町
村

に
対
し
て
、

遅
れ
を
取
ら
な
い
た

め
に
も
今
か
ら
準
備
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
が
、

小
浜
市
の
対
応
と
問
題
点
に
つ
い

て
お
尋
ね
す
る
。

Ａ

藤

孵

戴

犠

既

介
護
を
必
要
と
す
る
お
年
寄
り
も

急
速
に
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

介

護
が
必
要
と
な

っ
た
と
き
、

在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
心
身
の
状
況
に

応
じ
た
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
必

要
と
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
は
現

在
、

老
人
福
祉
と
老
人
保
健
の
異

な
る
二
つ
の
制
度
下
で
提
供
し
て

い
る
た
め
、

利
用
者
の
立
場
に
立

っ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
、

効
率
的

な
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
い
う
観
点
か

ら
様
々
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か

ら
、

介
護
保
健
法

（案
）
は
、

現

行
制
度
の
再
構
築
を
図
り
、

国
民

の
共
同
運
帯
の
理
念
に
基
づ
き
、

社
会
全
体
で
要
介
護
者
を
支
え
る

新
た
な
仕
組
み
を
創
設
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
市
の
対
応
と
い
た
し
ま
し
て

は
、

こ
す
も
す
プ
ラ
ン
の
目
標
達

成
に
向
け
て
、

法
案
施
行
ま
で
の

期
間
ま
で
に
、

保
健
福
祉
サ
ー
ビ

ス
メ
ニ
ュ
ー
の
質

・
量
の
確
保
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
と
し
て
の
マ

ン
パ
ワ
ー
の
確
保
、

そ
れ
に
施
設

整
備
の
推
進
を
最
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
む
考
え
で
お
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、

社
会
福
祉
協
議
会

の
育
成
強
化
支
援
や
、

関
係
組
織

の
機
能
充
実
化
、

老
人
保
健
施
設
、

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

福
祉
ゾ
ー

ン
の

一
体
化
計
画
等
の
推
進
で
あ

り
ま
す
。

問
題
点
と
し
ま
し
て
は
、

「
保

健
あ

っ
て
サ
ー
ビ
ス
な
し
」
と
い

う
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め

に
財
源
確
保
に
努
力
す
る
こ
と
。

膨
大
な
事
務
量
が
予
想
さ
れ
る
こ

と
に
対
す
る
庁
内
体
制
の
整
備
、

民
間
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
産
業
の

育
成
確
保
な
ど

へ
の
取
組
み
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
■
を
使
用

し
た
庁
内
総
合
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

（Ｌ
Ａ
Ｎ
）
の
構
築
に

つ
い
て
は
、

全
国
的
に
み
て
も
、

各
自
治
体
の
行
政
改
革
の
一
環
と

し
て
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、

時
代

の
趨
勢
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、

今
後
の
取
組
み
と
考
え
方
に
つ
い

て
お
尋
ね
す
る
。


